
平
成
二
十
一
年
九
月
十
六
日
提
出

質

問

第

一

九

号

外
務
省
に
お
け
る
飲
酒
対
人
交
通
事
故
や
暴
力
事
件
を
起
こ
し
た
人
物
の
幹
部
登
用
の
是
非
等
に
関
す
る
質
問

主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男

19



外
務
省
に
お
け
る
飲
酒
対
人
交
通
事
故
や
暴
力
事
件
を
起
こ
し
た
人
物
の
幹
部
登
用
の
是
非
等
に
関
す
る
質
問

主
意
書

「
政
府
答
弁
書
一
」
（
内
閣
衆
質
一
六
四
第
七
四
号
）
及
び
「
政
府
答
弁
書
二
」
（
内
閣
衆
質
一
六
四
第
一
一
九
号
）
を
踏

ま
え
、
質
問
す
る
。

一

「
政
府
答
弁
書
一
」
で
は
、
一
九
九
二
年
九
月
二
十
七
日
午
前
一
時
頃
か
ら
約
一
時
間
、
モ
ロ
ッ
コ
王
国
の
首
都
ラ
バ
ト

市
内
の
バ
ー
で
ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲
ん
だ
後
に
、
飲
酒
状
態
で
自
動
車
を
運
転
し
、
帰
宅
す
る
途
上
、
速
度
超
過
と
不
注
意
に

よ
り
タ
ク
シ
ー
に
追
突
し
、
そ
の
弾
み
で
ス
ク
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
い
た
現
地
人
を
死
亡
さ
せ
た
外
務
省
在
外
職
員
に
つ
い

て
、
「
外
務
省
の
職
員
が
御
指
摘
の
事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る
。
当
時
、
当
該
職
員
は
、
国
際
法
上
の
特
権

及
び
免
除
を
享
有
し
て
い
た
。
当
該
職
員
に
対
し
て
、
停
職
処
分
が
行
わ
れ
て
い
る
。
外
務
省
と
し
て
、
こ
の
処
分
に
関
す

る
当
時
の
判
断
は
、
妥
当
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
外
務
省
に
お
い
て
確
認
で
き
る
範
囲
で
は
、
当
時
、
こ
の
処
分
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
公
表
し
て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
職
員
に
対
し
て
同
省
が
下
し
た
処
分
の
内
容
は
妥
当

で
あ
る
と
す
る
認
識
に
、
現
時
点
に
お
い
て
も
変
わ
り
は
な
い
か
。
同
省
の
見
解
如
何
。

二

任
地
国
の
法
令
に
違
反
し
て
飲
酒
対
人
交
通
事
故
を
起
こ
し
、
現
地
住
民
一
人
を
死
亡
さ
せ
た
職
員
に
対
し
、
外
務
省
は

一



停
職
と
い
う
極
め
て
軽
い
処
分
で
済
ま
せ
、
そ
の
こ
と
を
当
時
国
民
に
公
表
も
し
て
い
な
い
。
更
に
こ
の
事
故
を
起
こ
し
た

職
員
を
後
に
天
皇
陛
下
か
ら
認
証
を
受
け
る
特
命
全
権
大
使
と
し
て
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
に
赴
任
さ
せ
て
い
る
。
鳩
山
由
紀
夫

内
閣
総
理
大
臣
、
そ
し
て
外
務
大
臣
は
、
一
の
「
政
府
答
弁
書
一
」
の
答
弁
に
見
ら
れ
る
、
同
省
の
一
連
の
対
応
は
適
切
で

あ
り
、
妥
当
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
か
。

三

「
政
府
答
弁
書
二
」
で
は
、
平
成
十
一
年
二
月
十
五
日
深
夜
か
ら
同
月
十
六
日
未
明
に
か
け
て
、
夫
人
と
の
間
で
口
論
に

な
っ
た
末
、
夫
人
を
殴
り
負
傷
さ
せ
、
任
国
の
司
法
手
続
に
服
す
る
こ
と
と
な
っ
た
外
務
省
職
員
に
つ
い
て
、
「
外
務
省
の

職
員
が
御
指
摘
の
行
為
を
行
っ
た
こ
と
等
は
、
事
実
で
あ
る
。
外
務
省
は
、
任
国
に
お
け
る
司
法
手
続
が
終
了
し
た
後
、
直

ち
に
当
該
職
員
を
帰
国
さ
せ
る
と
と
も
に
、
減
給
処
分
を
行
っ
た
。
外
務
省
と
し
て
は
、
こ
の
処
分
に
関
す
る
当
時
の
判
断

は
、
妥
当
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
当
該
職
員
は
、
現
在
、
特
命
全
権
大
使
を
務
め
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い

る
。
右
職
員
に
対
し
て
同
省
が
下
し
た
処
分
の
内
容
は
妥
当
で
あ
る
と
す
る
認
識
に
、
現
時
点
に
お
い
て
も
変
わ
り
は
な
い

か
。
同
省
の
見
解
如
何
。

四

任
地
国
の
法
令
に
違
反
し
て
暴
行
事
件
を
起
こ
し
、
現
地
の
司
法
手
続
に
服
す
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
に
対
し
、
外
務
省

は
減
給
と
い
う
極
め
て
軽
い
処
分
で
済
ま
せ
、
そ
の
こ
と
を
当
時
国
民
に
公
表
も
し
て
い
な
い
。
更
に
こ
の
事
件
を
起
こ
し

二



た
職
員
を
後
に
天
皇
陛
下
か
ら
認
証
を
受
け
る
特
命
全
権
大
使
と
し
て
パ
ナ
マ
に
赴
任
さ
せ
て
い
る
。
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
総

理
大
臣
、
そ
し
て
外
務
大
臣
は
、
三
の
「
政
府
答
弁
書
二
」
の
答
弁
に
見
ら
れ
る
、
同
省
の
一
連
の
対
応
は
適
切
で
あ
り
、

妥
当
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


